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7.2  河床部及び左岸部監査廊修正設計検討 

「平成 27 年度 安威川ダム ダムサイト基礎岩盤面観察・評価業務委託」におい

て、監査廊内の側溝にせき板を設置し、浸透量を計測することが可能なように、

水平部については監査廊内の側溝幅を B=450mm,H=300mm の側溝とすることとした。 

 

 

図- 7.2.1 水平部の断面形状の変更 

 

ただし、上記業務においては検討時には左岸及び河床側の掘削形状が未定であ

ったことから、右岸部 No.9 付近の水平部のみ変更している。 

本節では、施工が進み、河床部では概ね想定通りの岩盤が分布し、掘削形状の

大幅な変更には至らないことが想定できたことから、河床部周辺の水平部につい

ても同様に側溝幅を変更した。 

なお、下流連絡通路については、下流ロック敷きに配置されており、監査廊内

への漏水はジョイント部の漏水以外発生しないことから、側溝幅の拡幅は不要と

判断し、変更は行わないこととした。 

次頁以降に主要図面を示す。 

 

 

水平部は三角堰の設置を考慮

して幅 450mm とした。 
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